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　スポーツ・健康イベント「へるすぽ」が、桐生大学
グリーンアリーナで開催されました。会場では、ス
ポーツ体験コーナーや健康測定コーナーのほか、日本
代表選手を講師に迎え、パラスポーツ（競技用車椅
子）やクリケットの体験が行われました。普段は体験
できないスポーツを多くの参加者が楽しみました。

　みどり市への移住に関心を持つ市外在住者を対象と
した、お試し移住ツアーを開催しました。参加した３
世帯９人は、市産材を活用した精油づくりや木工体
験、野菜の収穫体験、小学校見学などを行いました。
　参加者からは、みどり市を移住候補地として真剣に
検討したいとの声を頂きました。

運動を通じて健康を増進

へるすぽを開催
「みどり市ならでは」を体験

お試し移住ツアー
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　株式会社富士薬品とみどり市は、包括連携協定を締
結しました。防災・災害支援や健康づくりなどの５項
目について、災害時の配置薬を設置した避難所への医
薬品の無償提供や健康に関する啓発支援などにより、
市民の皆さんの安全と健康づくりの推進を連携して取
り組みます。

　読み聞かせグループ・あしの会によるクリスマスお
はなし会が笠懸図書館で開催され、参加した親子は楽
しいひとときを過ごしました。
　おはなし会の終了後には、みどり市マスコットキャ
ラクター・みどモスとの写真撮影が行われ、子どもた
ちは満面の笑みを浮かべていました。

災害時の備品薬の配置などで連携

富士薬品と包括連携協定を締結
笠懸図書館で読み聞かせ

クリスマスおはなし会
12/ 12/

　ながめ余興場でMIDORIジュニアアカデミー創生落
語伝承事業の落語会が開催され、市内外から264人が
参加し、プロの話芸を楽しみました。
　「100年後まで語り継がれる創生落語制作委員会」
によるミニ落語講座も開催され、落語の歴史について
理解を深めました。

ながめ余興場で落語会
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　東京農工大学大学院農学研究院とみどり市は、包括
連携協定を締結しました。木質バイオマスの利用促進
や深刻化する野生鳥獣被害の対策などの７項目につい
て、専門家からの助言を市の農林業施策に活かしなが
ら、市民の皆さんの暮らしを豊かなものにできるよう
連携して取り組みます。

野生鳥獣被害対策などで連携

東京農工大と包括連携協定を締結
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郷土の歴史を話芸で語り継ぐ
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暗闇に浮かぶ幻想的な情景

わ鐵各駅イルミネーション
　今年で21回目となるイルミネーションが、わたら
せ渓谷鐵道の各駅で始まりました。
　駅構内では、各種団体やボランティアによる趣向を
凝らした電飾が情緒あふれる駅舎を光輝かせ、幻想的
な情景を浮かび上がらせています。開催中の往復の鉄
道運賃とお弁当がセットになったツアーでは、多くの
人が乗車しました。

01.���きらびやかに輝く駅
舎（花輪駅）

02.�サンタクロースの衣
装で「はい、みどモ
ス！」（神戸駅）

03.���列車とのコラボレー
ション（沢入駅）

04.�ホームから見た駅舎
（沢入駅）
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